
　現在、書店には、話し方や言葉遣い
など日本語に関する本がたくさん並
んでいます。著者も、大学の教授や文
学者、教育やスピーチの専門家、アナ
ウンサーなど実に様々で、各人の立
場からいろいろな考えをもとにして
書かれています。これは言い換える

と、成功する話
し方や声の出し
方、言葉遣いの
方法は、決して
一つではないと
いうことです。
　言葉のやりと
りをするコミュ
ニケーションは、
野球のキャッチ
ボールのような
ものです。相手
が幼い子供か、
プロを目指す高
校球児かによっ
て、当然投げる
ボールの種類が

変わってきます。相手からボールが
返ってきたら、それをしっかり受け
止めて、また相手に投げ返す。日常生
活ではこのキャッチボールを言葉と
言葉で行っています。しかし、自分が
思っていることと、相手が受け取っ
た言葉の中身がずれることが少なか
らずあります。相手が、同じ環境にい
る同僚なのか、全く違う職種の人な
のか、それにより相手にとって最も

わかりやすい言葉で説明する。この
思いやりのある言葉のボールが、コ
ミュニケーションには欠かせないも
のです。

　自分の言葉のボールを、相手の心
のミットに確実に投げるには力が必
要です。それが、声です。　声は、肺に
取り込んだ空気を声帯で声に変えて
出します。同じ空気を吸っているの
に、声は一人ひとり違います。それ
は、筋肉の厚みや柔軟性、骨格、歯並
び、舌の形などが一人ひとり違うか
らです。つまり、声は地球上でその人
からしか出ない唯一無二のものなの
です。その人が死んだら、その声も全
宇宙から永久に消え去るのです。自
分の声に誇りと自信を持ち、言葉を
発してください。
　日常、誰もが意識しないで高い声
から低い声、明るい声から暗い声、強
い声から弱い声など様々な声を出し
ています。声には幅があるのです。そ
の幅の中で、自分にとって心地いい
声を出すようにします。心地いいと
は、筋肉や骨格などその体から最も
自然に出る声のことです。強い感情
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や緊張などない、ホッとした時やリ
ラックスした時に出そうと意識しな
いでも「ふーっ」というような声が出
る時があります。これを私は「ゼロの
声」と呼んでいます。この声の高さや
響きで言い慣れた自分の名前を言う
練習をすると、喉や肩に力が入らず、
聞きやすい声になります。そして、そ
の時々の感情や気持ちの強さが意識
しないで声にこもるので、マイナス
やプラスまで幅広い声になるので
す。自分の多彩な声を自覚すると自
信や愛着がもてるはずです。

　言葉は単なる音のつらなりではあ
りません。例えば、日本というものを
全く知らない人が「フ・ジ・サ・ン」
と言っても、それは聞いた音をただ
リピートしているに過ぎません。し
かし、日本人が「フ・ジ・サ・ン」と
言えば、青空に美しく映える日本一
の山を思い浮かべているはず。音に
「富士山」という中身がある。これが
言葉なのです。
　私はニュースキャスターとして番
組を担当する半年前から、政治部の記
者として官邸記者クラブで現場での

研修をしました。現場での取材を続け
ると、これまで新聞を読んで知ったよ
うな気になっていた言葉が、実は文字
を音に変換していただけだと痛感し
ました。ニュースキャスターは原稿の
文字を正しく音にするのではなく、中
身を正しく伝えなくてはならない。
同じように、相手に何かを伝えたいな
ら、中身のある実態のある言葉を話さ
なくてはなりません。理解していない
自信のない言葉は単なる音のつらな
りにすぎず、ひとつの言葉のボールに
ならないのです。

　一人ひとりの声が違
うように、人の性格も
様々です。ですから、皆
が同じように話す必要
はありません。大切な
ことは、言いたいこと、
言うべきことがきちん
と伝わること。そのた
めには、言葉のボール
にどれくらい気持ちが
入っているかが重要です。
　会社のトップやリーダーの方々に
とって大切なのは、聞く側に信頼感
や安心感を与えることです。それは
決して難しいことではありません。
その仕事に精通し、自信と誇りを
持っている人ならば、そのような声
と言葉は自然に出てくるはずです。
　また、人前で話をするときには、
「これから話をする」という空気を発

することも大切です。例えば男性な
らば、スーツのボタンを閉めながら
壇上に上がるなど、パフォーマンス
にちょっとしたメリハリをつけるだ
けで、人間には共感力がありますか
ら、聴衆の意識を変えることができ
ます。そして、自分のゼロの声から第
一声を始める。スピーチ原稿はあく
までメモ程度にします。原稿の棒読
みは、よほどのテクニックがない限
り、音の羅列になってしまいます。会
議でのプレゼンテーションなどで

は、強調したい部分と後で参考にし
てもらう部分の優先順位をつけてお
くと、わかりやすく伝わりやすい話
をすることができます。
　心から出た声で語られた中身のあ
る言葉は、必ず相手の心に届きます。
まずは、自分が言いたいこと、言うべ
きことをしっかりと把握し、自信を
持って自分の声で伝えることから実
践していただきたいと思います。
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